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技術革新技術革新技術革新技術革新
人材人材人材人材育成育成育成育成

海技研、日舶工、メーカーの関わり

海上技術海上技術海上技術海上技術
安全研究所安全研究所安全研究所安全研究所

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

日本舶用日本舶用日本舶用日本舶用
工業会工業会工業会工業会
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日舶工の技術革新（開発方針）
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個別企業の開発支援個別企業の開発支援個別企業の開発支援個別企業の開発支援
・・・・FSFSFSFS
・製品開発・製品開発・製品開発・製品開発

（日本財団助成事業）（日本財団助成事業）（日本財団助成事業）（日本財団助成事業）

機器横断型の技術開発機器横断型の技術開発機器横断型の技術開発機器横断型の技術開発
・スマートナビゲーション・スマートナビゲーション・スマートナビゲーション・スマートナビゲーション

（船主、造船所、国、大学、会員）（船主、造船所、国、大学、会員）（船主、造船所、国、大学、会員）（船主、造船所、国、大学、会員）
30303030社以上が参加する研究社以上が参加する研究社以上が参加する研究社以上が参加する研究

技術開発技術開発技術開発技術開発技術開発技術開発技術開発技術開発 規制対応規制対応規制対応規制対応規制対応規制対応規制対応規制対応

・・・・IMOIMOIMOIMOにおける各種会合への業界代表派遣における各種会合への業界代表派遣における各種会合への業界代表派遣における各種会合への業界代表派遣
・国土交通省との連携（情報収集、意見反映）・国土交通省との連携（情報収集、意見反映）・国土交通省との連携（情報収集、意見反映）・国土交通省との連携（情報収集、意見反映）
・規制に対応するための技術開発・規制に対応するための技術開発・規制に対応するための技術開発・規制に対応するための技術開発

（例：スーパークリーンマリンディーゼルエンジン）（例：スーパークリーンマリンディーゼルエンジン）（例：スーパークリーンマリンディーゼルエンジン）（例：スーパークリーンマリンディーゼルエンジン）

国際規制への対応国際規制への対応国際規制への対応国際規制への対応

技術開発・規制対応技術開発・規制対応技術開発・規制対応技術開発・規制対応

・IMOにおいて多くの規制が矢継ぎ早に展開されている状況
・国、船級協会等関連機関との連携した対応（IMO対応）
・規制対応や新技術（IoT)等に対応するための技術開発
・ユーザニーズに対応するためユーザ（船主、造船所）との技術開発
・関連機器や異業種との連携による製品開発、パッケージ化
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舶用機器メーカー（ヤンマー）の技術革新（開発方針）

Page: 3© 会社名 作成日：YYYY/MM/DD

エンジンメーカーへの期待エンジンメーカーへの期待エンジンメーカーへの期待エンジンメーカーへの期待

環境保全への貢献環境保全への貢献環境保全への貢献環境保全への貢献
（各種規制クリア）（各種規制クリア）（各種規制クリア）（各種規制クリア）

日本海事産業への貢献日本海事産業への貢献日本海事産業への貢献日本海事産業への貢献
（（（（LCCLCCLCCLCC低減）低減）低減）低減）

海外メーカーに勝てる、
低コストでのソリューション提供

（差異化商品・技術を開発）

ヤンマーの役割ヤンマーの役割ヤンマーの役割ヤンマーの役割
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舶用機器メーカー（ヤンマー）の技術革新（開発方針）

エンジンメーカーの中期取組テーマ

①環境保全への貢献①環境保全への貢献①環境保全への貢献①環境保全への貢献

⑤ＬＣＣの低減⑤ＬＣＣの低減⑤ＬＣＣの低減⑤ＬＣＣの低減

②燃料多様化への対応②燃料多様化への対応②燃料多様化への対応②燃料多様化への対応

③船員住環境改善への対応③船員住環境改善への対応③船員住環境改善への対応③船員住環境改善への対応

④代替動力源への対応④代替動力源への対応④代替動力源への対応④代替動力源への対応

カスタマーニーズ

燃料多様化 IT革新
（BIG DATA)

船員住環境 海洋環境

動
力
源
の
革
新
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日舶工・機器メーカーの技術開発における現状課題

設備不足

・機能の多様化に伴う評価設備増強要求
・次世代技術に対応する設備投資能力不足
・要素研究設備（組織）不足
・採算性からの設備投資抑制

知識・知財不足

・要素的研究を行う組織不足
・次世代技術の創出に対する消極性
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海技研との連携 （海技研 ヤンマー）

ディーゼルエンジン
・超低燃費技術
・超低エミッション技術

バイオ・LNG燃料
適用技術

・脱炭素対応技術
・IoT関連技術

短期短期短期短期 中期中期中期中期 長期長期長期長期

燃料電池遥動試験燃料電池遥動試験燃料電池遥動試験燃料電池遥動試験

バイオガス試験バイオガス試験バイオガス試験バイオガス試験



海外競合メーカーの取り組み（HERCULES）

HERCULESHERCULES

ComponentComponentComponentComponent
supplierssupplierssupplierssuppliers

EquipmentEquipmentEquipmentEquipment
manufacturersmanufacturersmanufacturersmanufacturers

UniversitiesUniversitiesUniversitiesUniversities

ResearchResearchResearchResearch
institutionsinstitutionsinstitutionsinstitutions

ShippingShippingShippingShipping
companiescompaniescompaniescompanies

European UnionEuropean UnionEuropean UnionEuropean Union
Swiss Federal Swiss Federal Swiss Federal Swiss Federal 
GovernmentGovernmentGovernmentGovernment

BudgetBudgetBudgetBudget

Higher-efficiency engines
with ultra-low emissions for shipsgoal

MAN Diesel WARTSILA 
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海外競合メーカーの取り組み（NCE）

NNNNorwegian orwegian orwegian orwegian 
CCCCentre ofentre ofentre ofentre of

EEEExpertisexpertisexpertisexpertise

Ship Ship Ship Ship 
equipment equipment equipment equipment 
makersmakersmakersmakers

UniversitiesUniversitiesUniversitiesUniversities Ship Ship Ship Ship 
ownersownersownersowners

EngineEngineEngineEngine
makersmakersmakersmakers

Fuel cells Fuel cells Fuel cells Fuel cells 
and battery and battery and battery and battery 
supplierssupplierssupplierssuppliers

PropulsionPropulsionPropulsionPropulsion
makersmakersmakersmakers

NorwegianNorwegianNorwegianNorwegian
NavyNavyNavyNavy

UtilitiesUtilitiesUtilitiesUtilitiesShip Ship Ship Ship 
designersdesignersdesignersdesigners

Aluminum Aluminum Aluminum Aluminum 
producersproducersproducersproducers

Sea food Sea food Sea food Sea food 
producersproducersproducersproducers

Ship yardsShip yardsShip yardsShip yards

Research Research Research Research 
institutesinstitutesinstitutesinstitutes

Main goal:Main goal:Main goal:Main goal:
to strengthen member’s competitiveness by launching and developing energy 
effective and environmentally friendly solutions for maritime activitiesmaritime activitiesmaritime activitiesmaritime activities
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日舶工・機器メーカーの技術開発における課題

個社強化だけでは海外競争力が低下
⇒⇒⇒⇒ 海事クラスターの連携が必須海事クラスターの連携が必須海事クラスターの連携が必須海事クラスターの連携が必須

設備不足

・機能の多様化に伴う評価設備増強要求
・次世代技術に対応する設備投資能力不足
・要素研究設備（組織）不足
・採算性からの設備投資抑制

知識・知財不足

・要素的研究を行う組織不足
・次世代技術の創出に対する消極性

三
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海事クラスターの連携

設備不足 知識・知財不足

海上技術安全研究所

造船所造船所造船所造船所 造船所造船所造船所造船所

船主船主船主船主

船主船主船主船主

大学大学大学大学 研究機関研究機関研究機関研究機関

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

日舶工日舶工日舶工日舶工

ロ

ロ

ロ
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日本海事クラスターの将来ビジョンと差異化技術の創出

ディーゼルエンジン
・超低燃費技術
・超低エミッション技術

バイオ・LNG燃料
適用技術

・脱炭素対応技術
・IoT関連技術

？？？

短期短期短期短期 中期中期中期中期 長期長期長期長期



日舶工・機器メーカーの人材開発における課題

設備不足 知識・知財不足 人員不足

人材育成・確保人材育成・確保人材育成・確保人材育成・確保

・一般社会への業界認知度の向上
・幅広い大学や高校など教育機関との連携
・知識、技能の伝承、育成
・グローバル人材育成等の社会人教育
・船主、造船所等顧客との交流、意見交換
・外国人人材の活用
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日舶工の人材開発の取り組み

業界を支える優秀な技能者を「舶用「舶用「舶用「舶用
マイスター」マイスター」マイスター」マイスター」として認定（本年度の認定
者２８名を合わせて、これまでに３１９名
の舶用マイスターを認定）

会員企業の社員への教育活動の一環として下記の
事業を実施
会員企業の社員への教育活動の一環として下記の

事業を実施
①「舶用工業講義（寄付講「舶用工業講義（寄付講「舶用工業講義（寄付講「舶用工業講義（寄付講
義）」義）」義）」義）」
東京海洋大学、神戸大学に
おいて、エンジン、ボイラ等
の各業種を代表するエンジ
ニアが講師を務め、各機器
の講座を実施

②「舶用工業説明会」「舶用工業説明会」「舶用工業説明会」「舶用工業説明会」
東京海洋大学、神戸大学、
東海大学、長崎総合科学大
学のほか、一般理工系の学
部を有する日本大学、関西
大学等の大学においても各
会員企業の紹介等を開催

①「乗船研修」「乗船研修」「乗船研修」「乗船研修」
東京海洋大学、神戸大学で所
有している練習船において実
施

②「海運・造船概論」「海運・造船概論」「海運・造船概論」「海運・造船概論」
造船業・海運業の動向や舶用
工業を取り巻く課題等につい
て、学識経験者による講座を
実施

③「舶用実践英語講座」「舶用実践英語講座」「舶用実践英語講座」「舶用実践英語講座」
業務で英語が必須となってい
るサービスエンジニア等を対
象に、東京海洋大学教授に
よる（通信講座）を実施。

④「英語によるプレゼンテー「英語によるプレゼンテー「英語によるプレゼンテー「英語によるプレゼンテー
ションのスキルアップ講座」ションのスキルアップ講座」ションのスキルアップ講座」ションのスキルアップ講座」
会員企業のグローバル人材
育成のため本年1月より実施

学生への周知活動学生への周知活動 社会人教育社会人教育

マイスターマイスター



海上技術
安全研究所

海事クラスター人材の総合力向上

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

造船所造船所造船所造船所 船主船主船主船主

大学大学大学大学

・人材交流
・共同研究
・研修会

・戦略策定
・将来ビジョン

ヽ VANMAR 



海技研への期待

・日本海事クラスターの中心的存在として、各
分野内、分野間を連携する役割
・海技研保有設備による次世代技術の評価、
創出の支援

・海技研保有知識、知財、ノウハウの業界への
浸透
・純学術技術から市場投入技術への橋渡し
・海事に関する学術リードならびに技術イノ
ベーション、次世代コンセプトの発掘と発信
・新技術の先駆的FSによる商用化実現探索

・人材交流などによる人材育成の促進
・次世代人材への動機付け

海上技術安全研究所

造船所造船所造船所造船所 造船所造船所造船所造船所

船主船主船主船主

船主船主船主船主

大学大学大学大学 研究機関研究機関研究機関研究機関

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

日舶工日舶工日舶工日舶工

海上技術
安全研究所

舶用機器舶用機器舶用機器舶用機器
メーカーメーカーメーカーメーカー

造船所造船所造船所造船所 船主船主船主船主

大学大学大学大学

・人材交流
・共同研究
・研修会

・戦略策定
・将来ビジョン
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